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1．Minecraftカップとは
　私たちは、教育版マインクラフトで創るワールドの作品コ
ンテスト「Minecraftカップ全国大会」を2019年より開催し
ている。この大会は、子どもたちが毎年変わるテーマに合わ
せて、マイクラ上で世界（ワールド）をつくって発表する作品
コンテストである。第3回目にあたるMinecraftカップ2021
全国大会では、「SDGs時代のみんなの家、未来のまち」を
テーマにしている。
　一般的に、Minecraft（通称：マイクラ）はゲームとして
知られていると思う。世界で累計2億本以上の販売実績が
あり、世界で一番売れているゲームとして、子どもたちの
認知は絶大だ。そのマイクラだが、実は学校の教育現場で

も使われているのである。クラス全員で参加して共同作業
をしながら建築物をつくって発表したり、マイクラの中でプ
ログラミング学習をするなど、利用方法は様々である。マイ
クラはゲームではなく、デジタルなものづくりをするための
プラットフォームだと考えている。本大会はその中で、デジ
タルな想像力と創造力を発揮する舞台を用意してきた。
　子どもたちは、プレイする中で図3のように能力を成長さ
せている。本大会で与えられたテーマについて調べる探究
心であったり、まちや家を表現するためにどのようなブロッ
クをどのように配置すればよいか創造力を働かせる。動力
を使い、作用する回路をどのように組むかプログラミング的
思考も使う。また、友達やクラスメートと一緒にプレイする
ことで、協働性も育まれる。
　Minecraftカップでは、参加する子どもたちのルーブリック
調査評価を行っている。次世代型人材として9項目の指標を
採用し、5段階のレベルでの評価をしてもらっている。これ
は参加する前後で、子どもたちのどういった力が向上したか
を調査するものである。
　その結果、大会の参加前後では、スキルとして科学・数
学的リテラシー、表現力、デザイン思考が向上し、姿勢と
して好奇心が総じて向上していることが分かった。詳しい
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■図1．Minecraftを使った教育効果

■図2．ルーブリック評価　評価項目・レベルの定義
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結果は当ホームページで公開しているのでご関心のある方
はぜひご覧いただきたい。

2．なぜMinecraftカップを行うのか
　私たちは、マイクラのスペシャリストを育成するためや、
ゲームの販売のためにこの活動をしているのではない。す
べての子どもたちにプログラミングやデジタルなものづくり
を通じた問題発見・解決ができるようになる機会を提供す
るとともに、お互いに学び合えるラーニングコミュニティを
つくっていくことを目的としている。そのため、全国の教育
現場でICT教育を推進しているマイクロソフト認定教育イノ
ベーターの先生方と協力して活動を広げているのである。
　私はよくこの活動を、野球の甲子園に例えて説明してい
る。私は野球部ではなかったのだが、野球を始める子ども
がすべて甲子園をめざすわけではないと思う。子どもたち
は野球をする中で、多くを学ぶ。選手の大半は甲子園には
出場できない。それでも、地区大会での死闘があり、今日
も知らないところでいろいろな試合が行われている。子ど
もたちは、野球を通じて仲間ができたり、心身が鍛えられ
たり、社会との接点ができたりする。また選手だけでなく、
コーチや先生、親御さんのサポートなど、いろいろなつな
がりが生まれている。野球を通じたスポーツコミュニティの
ように、マイクラを通じたデジタルものづくりコミュニティを
つくっていくことが目的なのである。
　全国には、自主的に行われているプログラミング教室や
学校のパソコン部など、すでに多くのコミュニティがあった。
本大会を運営する中で、そういった団体がこの大会に可能

性を感じて、作品づくりに取り組んでくれている。その中で、
一番障壁になっているのは親御さんや学校の先生たちの理
解不足である。野球ばかりやっていても、親も先生も熱心
な子だと褒めてくれるが、マイクラばかりやっていると、た
いていの子どもは怒られたり、ゲームを取り上げられたりす
る。なんでもそうだが、やり方を間違えると、野球なら肩
を壊すし、マイクラでもあまりよくない。長時間やれば結果
がでるということではないと思う。応援やサポートしてくれ
る仲間や家族、人前で発表して褒めてもらえる機会を増や
すことがデジタル教育には圧倒的に足りていないと思う。
であるから、この大会をやることで、デジタルものづくりを
行う子どもたちとそれを応援する大人にも知っていただこう
と活動をしている。
　具体的には、デジタル教育を推進する一般社団法人 ICT 
CONNECT 21を通じて、全市町村の教育委員会に大会の
案内を送るなどの普及活動をしている。また、子どもたち
に人気のYouTuberにも審査員に加わっていただき、動画を
使った宣伝や、メディアパートナーになっていただいている
コロコロコミック編集部から雑誌に掲載してもらうなど、PR
を行っている。それでもやっぱり参加には、親御さんや先
生が最後の背中を押してあげる必要があると思っている。
毎年、参加者数が増えてきている中で、申し込みのきっか
けを聞くと、学校の先生の紹介というのが一番多くなって
きた。当初はプログラミング教室など、すでに興味関心の
ある子どもたちの応募が一番多かったのであるが、裾野が
広がってきたと実感している。参加のハードルを低くしてい
くことと、つくった作品の発表の機会を多くしていくことで、
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■図3．参加者の変化
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デジタルものづくりに挑戦する子どもたちを応援していける
文化をつくっていきたいと思っている。

3．リアルなイベントの開催・多良木町
Minecraftワークショップ   　

　私たちは、大会の運営だけでなく、ワークショップなど
のイベントを開催し、きっかけづくりを行っている。例えば、
熊本県の球磨郡に位置する人口9千人ほどの多良木町で、
地元のまちづくり会社、一般財団法人たらぎまちづくり推
進機構と協力して、2021年3月に「多良木町Minecraftワー
クショップ」を実施した。
　このワークショップは、3日間の開催期間に、地域にある
文化財や建物を調べて、それをマイクラで再現して町を紹
介するワールドを製作するというものであった。町内の小
学生23名が参加した。集まった子どもたちは、タブレット
を持って町に繰り出し、学芸員の説明を聞きながら、建物
の大きさはどのくらいなのか、どんな素材でつくられている

のか、などを熱心にメモをとることから始まった。
　多良木町は、名前のとおり「良い木材が多い」町である。
地域で木材の流通に携わる熊本木材の椎葉支店長に、子
どもたちに本物の木を見て触ってもらう機会をつくっても
らった。マイクラ上では簡単に木材が手に入るが、リアル

■図7．Minecraftで作品づくりをする様子

■図8．再現する建物の設計図

■図6．地域資源の木材

■図5．太田家住宅のフィールドワークの様子

■図4．多良木町ワークショップの様子
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な木材は加工に労力がかかることを知り、それから木の匂
いや感触も感じてもらうことをワークショップで体験した。
　そこから作品づくりである。3人一組になって、ワールド
をつくっていった。マイクラの世界では1ブロックが約1ｍ
四方の立方体で構成されている。設計図を書き、どのような
素材だったかを選びながら、チームで協力しながらワール
ドを作成していく。チームによっては、喧嘩したり、集中
力が切れたりする場面もあったが、どのチームも熱心に取
り組んでいた。見学に来た先生は、こんなふうに目の色を
変えて取り組んでいる子どもたちにびっくりしていた。
　そして最終日には、それぞれ完成した作品の発表会を
行った。多良木町長がゲストで参加してくださり、すべての
発表をご覧いただいた。想像していたデジタル教育とは違
いどれも素晴らしかったと評価いただいた。
　一連のワークショップを通じて、参加した子どもたちはも
ちろん、発表を聞いた親御さんと先生、町長が子どもたち

の可能性を感じたと言ってくれたことが印象的であった。
発表会に校長先生が参加した小学校では、さっそく総合
の授業にマイクラを取り入れることになった。現在、その
小学校の6年生のクラス全員が1年かけてマイクラを使った
授業に取り組んでいる。こういった活動が全国で少しずつ
広がっていくことでデジタル教育は一歩前進するのではな
いかと考えている。今年度からは、審査を地区ブロックに
分けて実施することにした。

4．全国がつながったオンラインワークショップ
　Minecraftカップでは、審査の予選を全国5つの地区ブ
ロックで行うことにした。そうすることで地域ごとでの発表
の場を増やすことができ、コミュニティを活性化できると考
えたからである。開催当初、地域ごとにイベントをたくさん
実施することを予定していたが、新型コロナウイルスによる
全国の緊急事態宣言・まん延防止等重点措置によりイベン
トの多くは開催ができなくなってしまった。
　そこで、地区ブロックを担当していただいている先生た
ちと協働し、地区で開催できる会場はリアルな場として集
まっていただき、実施が難しい地域の参加者はオンライン
で参加していただくハイブリッドなワークショップ・セミナー
を実施した。会場同士をMicrosoft Teamsを利用してつな
ぎ、全国の子どもたちが一緒に講座を受けてもらった。
　講座では、一級建築士であるマインクラフターのヒヅメさ
んをゲストに迎え、リアルな家づくりをマイクラで再現する
にはどうしたらいいかを教えてもらった。全国の子どもたち
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■図9．えびす広場・交流館石倉の再現

■図10．Minecratカップ地区ワークショップの様子
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が動画を一方的に視聴するだけの講義ではなく、お互いの
表情や反応を見ながら進める講座によって、お互いの学び
を深めることができた。

5．パートナー企業と考えたオンライン配信企画
　この大会を一緒に盛り上げてくれているパートナー企業
と一緒に、オンラインの配信企画をつくった。ゴールドパー
トナーの積水ハウスとともに開催したオンライン対談では、
最先端の住宅をプロマインクラフターのタツナミさんに見学
してもらい、それをマイクラで再現してもらったものを紹介
した。最新の家には、太陽光パネルの設置方法や、部屋
の空間をつくるための間取りの設計など様々な工夫があり、
マイクラの世界とリアルの家づくりがつながっていることを
実感できる配信になった。

　シルバーパートナー企業の三菱地所・農林中央金庫とも
オンライン配信企画を開催した。未来のまちづくりと農林水
産業を仕事にしている2社の協力のもと、舞台になる東京
駅中心から全国に配信をした。配信を通して、マイクラで
考えた世界がリアルな実社会につながっていくことを実感
するとともに、クリエイティブな発想を生むには良質なイン
プットが必要なのだと思う。そのような背景から、企業と
のパートナーシップは非常に重要な取組みだと考えている。

6．特別支援拠点へのサポート授業
　私たちは、「すべての子どもたちの可能性を最大限にす
る」という目標を掲げている。マイクラを始めるには、パソ
コンやインターネット環境が必要である。学校やプログラミ
ング塾だけでは届けられない子どもたちがいると考えてい
る。様々な事情から学校に行けない子どもたちもいる。そ
ういった子どもたちにも、マイクラを使った学習環境をつく
ることに取り組んでいる。アドバイザーであり、全国の子ど

もの支援をしている、全国子どもの貧困・教育支援団体協
議会 代表幹事の青砥恭さんとともに、今年はさいたまユー
スサポートネットに通う子どもたちに、機材の提供やオンラ
インワークショップを開催した。自己表現が苦手な子ども
たちも、マイクラ上だと力を発揮することが多くある。マイ
クラを使った講義を先輩が後輩に教えていく循環をつくる
ことができたらもっと広がっていくのではないかと期待して
いる。

7．なぜ私がMinecraftカップに取り組むのか
　私はこの大会以外に、地域のまちづくりの仕事をしてい
る。2015年に東京から鹿児島県長島町という人口1万人の
島に移住し、地域の課題に対してICTを活用して解決する
サービスや企画をつくることを仕事にしている。前職はIT
サービス企業であった。地域での活動をしている中で、デ
ジタル技術を使った課題解決はまだまだできることがある
と思っている。しかし、それらを担う人材が地域では育た
ず、都市に流出していってしまっている。都市と比べると、
地方部は明らかにICTに触れる機会が少ないのが現状で
ある。GIGAスクールが始まり、1人1台パソコンが入ったが、
それを使って何をしたらいいか分からないという声も聞こえ
てくる。また少子高齢化で、学校の統廃合が進み、クラブ
活動も野球部とバレー部くらいで、選べる選択肢が少なく
なっている。そういった環境もあいまってか、進学を機に
町外に転出していく子どもたちが多くなっている。私のいる
町では、唯一あった高校も十数年前に廃校になってしまった。
私は、2016年にインターネットの通信制高校と連携し、高
校がない町でも高校に通える仕組みをつくろうと試みた。
しかし、生徒や親御さんの理解は得られず、プロジェクト
はうまくいかなかった。そこで学んだのは、学ぶ環境では
なく、楽しく学べるコンテンツが必要だということであった。
　そのような中、2019年にMinecraftカップの設立の相談
があり、このプロジェクトのディレクションを担うようになっ
た。デジタルものづくりは場所を選ばない。どんな場所で
もどんな時間でも、誰もがつながることができる。である
から、このプロジェクトを広げていくことが、1人のスペシャ
リストをつくるより重要なことだと考えているのである。
　今後は全国キャラバンや、地区でのワークショップなどや
りたいことはたくさん考えている。この記事をご覧の皆様
に興味を持っていただけたら、ぜひあなたの町でマイクラ
をやりませんか。そして、そっと子どもたちの背中を押して
あげてほしいのである。

■図11．オンライン対談の様子




